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報道関係各位 

       

2008 年 1 月 31 日 

株式会社 富士通ラーニングメディア 

 

 

名古屋地区最大規模、IT 技術者のための最新研修センター 
「名古屋ラーニングセンター」オープン 

 

 

 
 国内最大規模の総合人材研修企業 株式会社富士通ラーニングメディア（代表取締役社長：岡田恭彦、本社：

東京都大田区）は、フロア面積 1,002 ㎡・収容人員 160 名以上となる名古屋地区最大規模の新研修センター 
「名古屋ラーニングセンター」を開設、2008 年 4 月 1 日より講習会を開始いたします。 
 
 昨今、市況の不透明感が増す一方で、IT 技術者に対する需要が年々増加しており、人材育成に対する重要性

が高まっております。また、同様にものづくりの源泉となる組込みソフトウェア技術者の不足も深刻化しており、当

該企業にとって人材育成は緊急課題となっております。特に自動車産業を中心とした ものづくり業の躍進目覚し

い東海地区では、一段と人材育成へのニーズが高まっております。 
 
  こうした背景を受け、当社は関東地区（東京：品川／大崎／蒲田）、関西地区（大阪）につづき、東海地区の企

業の人材育成に対するニーズにお応えするため、名古屋に新ラーニングセンターを開設しました。 
当社は、現在 年間受講者数 12 万人に対して「学び」をサポートする快適な環境をご用意し、顧客満足度の向上

を図っています。今回開設する「名古屋ラーニングセンター」も、当社サービスを具現化したものとして、講師等ス

タッフの受講生サービスの充実はもとより、リラクゼーションを意識したラウンジやバリアフリーを取り入れるなど

「人への優しさ」を意識した施設作りをしています。 
 
  新センターでは、当社の IT 系、ヒューマン系あわせて約 600 の豊富な研修コースから、選りすぐりの 180 講座

を提供、東海地区のニーズに応える名古屋オリジナルのコースもご用意しております。 
 

当社では、今後とも IT 技術者のスキルアップをご支援するとともに、IT 業界およびビジネス全般のお客様に 

ご満足いただけるよう人材育成に関する各種サービスを提供してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

 お客様問い合わせ先 

株式会社 富士通ラーニングメディア 

ビジネス推進部 

TEL：03-6430-2228  

URL：http://www.knowledgewing.com/ 

ＷＥＢフォーム：https://jp.fujitsu.com/group/flm/contact/contact-education.html

報道関係問い合わせ先 

株式会社 富士通ラーニングメディア 

社長室 広報担当 

ＴＥＬ：03-6430-2227 ＦＡＸ：03-6430-2571 

ＵＲＬ：http://jp.fujitsu.com/flm/ 

E-mail：flm-kouhou@cs.jp.fujitsu.com 
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【名古屋ラーニングセンター概要】 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■開    設 ： 2008 年 4 月 1 日 

■名    称 ： 株式会社富士通ラーニングメディア 名古屋ラーニングセンター 

■場    所 ： 〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦一丁目 4 番 6 号 三井生命名古屋ビル 5 階 

              地下鉄桜通線・鶴舞線「丸の内」駅 6 番出口 徒歩 1 分 

              地下鉄東山線・鶴舞線「伏見」駅 徒歩 3 分  

■面    積 ： 5Ｆフロア  1,002 ㎡ 

■教室数及び定員： 最大 9 教室 160 名 

■開講時間：  平日 9：00～17:00（一部講座により異なります。） 

 

【特 長】 

■選りすぐりの人気コースを提供（約 180 講座） 

   ・新入社員研修／フォローアップ研修 

   ・組込み技術者向けソフトウェア開発研修 

   ・プロジェクトマネジメント研修 

   ・業務分析・設計コース  等 

■「学び」をサポートする快適な環境 

・学習効果を高めていただけるよう、教室や機器設備を整えるとともに、より快適に学んでいただける 

環境作り。 

-ハイスペックなマシンを利用した実習を体験いただける充実した教室設備 

-休憩時間にゆったりくつろげるラウンジ  等 

■「人への優しさ」を意識した施設作り 

・インストラクター等スタッフの接客サービスの充実はもとより、リラクゼーションを意識したラウンジや一部に

バリアフリーを取り入れるなど「人への優しさ」を意識した施設作り。 

 

 

 

 

※イメージ図 


